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ＡＳＲ診断の現状とあるべき姿研究委員会 報告書 

 

第Ⅰ編 ASR のリスクと制御 

 

第Ⅱ編 委員会からの提案 

 

第Ⅲ編 委員会報告書 

１．ASR 診断フロー 

一般レベル診断フローの詳しい解説 

 

２．岩石学的診断 

岩石学的手法による高レベル診断方法の解説と最近の国際的知見 

 

３．抑制対策の現状と今後のあるべき姿 

材料規定と国内外の動向 

 

４．試験法の提案 

モルタルバー試験に代わるコンクリートプリズム CPT 試験 

 

５． 既存規格の修正の提案 

既存試験方法の修正提案 

・コンクリートバー法の再評価が必要 

・促進膨脹試験（柱状コアの利用） 
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